
1 

 

会 議 要 録 

会 議 名 第1回 八王子市再犯防止推進会議 

日 時 令和３年（202１年）8月30日（月） 午後2時から午後3時まで 

場 所 八王子市役所本庁舎（議会棟）第6委員会室 

出
席
者
（
敬
称
略
） 

参 加 者 

飯村 弘、佐々木 えり子、尾川 幸次、四方 光、印南 幸子、

森屋 義政、真田 安浩、可児 克之、平湯 達也、髙橋 直樹、

松原 清十郎、内田 智、藤井 淑子、長谷川 昂輝、平井 智也、       

浅岡 秀夫、小俣 英一、志萱 龍一郎、北川 大樹 計19名 計25名 

説 明 者 （参加者、事務局等） 

事 務 局 等 
野口生活安全部長、小池防犯課長、昆課長補佐、店橋主査、 

松日樂主任、西川主任                計6名 

欠席者（敬称略） 三入 重夫、山口 孝志、福島 千尋               計3名 

議 題 

1. 開会 

2. 生活安全部長挨拶 

3. 参加者紹介 

4. 座長及び副座長の選出 

5. 議事 

（1）八王子市再犯防止推進計画について 

（2）再犯防止を取り巻く状況 

（3）計画の進捗管理について 

（4）意見交換 

（5）その他 

6. 事務連絡 

7. 閉会 

公開・非公開の別 公開 

非 公 開 理 由  

傍 聴 人 の 数 2名 

配 布 資 料 名 

 次第 

 八王子市再犯防止推進会議参加者名簿 

 資料１：八王子市再犯防止推進計画について 

 資料２-1：再犯防止を取り巻く状況（令和2年データ版） 

 資料２-2：再犯防止を取り巻く状況（令和2年市内警察署別） 
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 令和3年（2021年）6月末 犯罪発生状況対比表 

 「中央大学 学術講演会」チラシ 

 「令和3年度 再犯防止に関する研修会」チラシ 

会 議 の 内 容 （次のとおり） 

会 議 録 署 名 人 令和3年9月30日    署名人 四方 光 
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会議の内容  【  】：発言者 

１ 開会【小池防犯課長】 

  第 1回八王子市再犯防止推進会議を開催する。本日の参加に感謝申し上げる。 

本会議は、今年 4月に策定した八王子市再犯防止推進計画を着実に推進していくために、 

計画の取組状況や課題などについて、意見交換・意見聴取することを目的にしている。 

 また、会議の参加者については、本計画の策定懇談会に参加していただいた団体の皆さまと 

庁内検討会に参加した市の関連所管に引き続き参加をお願いしている。そして、新たに八王子 

BBS会の代表者、高尾警察署、南大沢警察署の生活安全課長にも参加していただいている。 

 まず、初めに、本市生活安全部長からご挨拶を申し上げる。 

 

2 生活安全部長挨拶 

  本会議への参加に感謝する。また、日頃から本市の防犯対策にご尽力賜りまして、改めて感謝

申し上げる。昨年から計画策定に取り組んできた八王子市再犯防止推進計画について、今年の 4

月に取りまとめ、市民の皆さまに公表することができた。この間、計画策定にあたり、本日ご参

加いただいている皆さまをはじめ、関係者、市民の皆さまからの貴重なご意見、ご提案を頂戴し、

計画に反映することができた。 

  再犯防止推進計画は、策定することが目的ではなく、計画に掲げた取り組みを進めていくこと

で、犯罪をした者の適正な更生と社会復帰を支援し、安全安心な市民生活に役立てることを目的

としている。 

  令和 3 年度に入り、計画策定の段階から取り組みを実施する段階に場面が移っており、関係

機関が連携し合い、その取り組みを進めていくことが重要だと認識している。 

  市が毎年実施している市政世論調査においても、防犯対策については常に上位に位置しており、

この再犯防止推進計画の取り組みも市民の皆さまが注目していると市では考えている。 

  引き続き、この取り組みを一歩一歩着実に前に進めていきたいと考えているので、是非皆さま

にはご協力いただくとともに、本日の会議はそのスタートとなるので、忌憚のないご意見をお願

い申し上げまして、挨拶とさせていただく。 

 

３ 参加者紹介 

 

【会議について】 

・任期は、令和 5年 3月 31日までの 2年間となっており、会議は年 2回を予定している。 

・本日は、2名の方が傍聴されている。 

・会議録の扱いについては、要点筆記方式とし、署名をこのあと選出する座長にお願いする。 

 

4 座長及び副座長の選出 

・座長に四方委員、副座長に三入委員を選出 

・四方委員から「中央大学 学術講演会」について説明 
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5【（１）八王子市再犯防止推進計画について】 

【昆課長補佐】資料１にそって説明 

 

○質疑応答なし 

 

【（2）再犯防止を取り巻く環境】 

【店橋主査】資料 2-1、資料 2-2にそって説明 

 

○質疑応答なし 

 

【（3）計画の進捗管理について】 

【昆課長補佐】口頭で説明 

・市職員が再犯防止への理解をもつことが第一と考え、今年度中に職員向けにイーラーニング研修

を行う。 

・幼少期からの正しい知識を身に付ける必要があるため、多摩少年院と連携し、小中学校への特別

授業を令和 4年度から実施できるよう調整している。 

・まだ関係団体と調整できていない話だが、犯罪した人を雇用する企業に対する本市の契約上の優

遇措置について調整している。 

・計画の進捗管理については、個々の具体的な取り組みについて、4年間の計画期間におけるスケ

ジュールを作成し、進捗を管理していく。また、1 年に 1 回程度、進捗状況を取りまとめ、この

推進会議で報告をしていく。 

 

○質疑応答なし 

 

【（4）意見交換】 

【紫翠苑 真田氏】 

・市役所職員向けに研修を行うのは良いことだと思うが、その他にどういう人たちにどう働きかけ

ていくか、皆さんの考えをお聞きしたい。 

 

【小池防犯課長】 

・職員への対応については、イーラーニング研修により全職員が受講できる研修を行いたいと考え

ている。防犯課としては、まだ具体的な案はないが、外の会場に出向いての再犯防止に関する広報

啓発活動などを考えている。市全体として、そういう取り組みを進めていくことを今年度の目標と

しているところである。 

 

【紫翠苑 真田氏】 

・犯罪は自分に関係のないところで起こっていると思う人が多いが、実際はどこでも起こりうるも

のである。小さい時の家庭環境など、犯罪が起こるのは仕方ない部分もある。そういう人たちをど
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うやって支えていけるかを話していければと思う。 

 

【町会自治会連合会 尾川氏】 

・資料 2-1の 4ページを読むと、刑法犯の 19歳以下の検挙者数が八王子市は都内に比べ突出し

て多い。6ページには刑法犯少年検挙者の全年代に占める割合の推移が、東京都は平均して 10パ

ーセントだが、八王子市は約 19パーセントとあり、ほぼ倍である。それには何か原因があるはず

であり、その原因をしっかり分析し、手を打っていかなければ、再犯の防止が実行あるものになら

ないと思う。 

・また、青少年問題協議会には、青少年の育成、指導、矯正について調整する役割があると思うが、

19歳以下の犯罪を下げるためのウエイトは、青少年問題協議会が担わないといけないと思う。こ

の状況は前から続いていると思うので、一体どういう手立てを今まで打ってきたのか、また、これ

からどう打とうとしているのかを青少年若者課長にお尋ねしたい。 

  

【小俣青少年若者課長】 

・青少年問題協議会では、青少年健全育成基本方針を掲げ、広く市民に周知しているところである。

しかし、この結果を見ると、若者が何らかの犯罪に手を染めてしまっている現実があるため、いか

に犯罪に向かわせないようにしていくかが大切になる。日頃、青少年問題協議会の検討会では、啓

発活動を中心に行ってきたが、どこまでの効果があったのか。今後の発信、呼びかけの仕方を考え

直す必要があると思う。 

 

【小池防犯課長】 

・一つの課だけに任せるのではなく、連携を取り合いながら、若者に対する犯罪防止についての取

り組みを進めていけるような形をとりたいと考えている。 

 

【八王子警察署 平湯氏】 

・八王子には学校が多数存在し、19歳以下の青少年もそれなりにいる。感覚だが、非行を犯す少

年は、中学生や大学生よりも、高校生が多いように感じる。万引きをはじめ、薬物、心霊スポット

に集団で不法に立ち入るなど、そういうのが積もり積もってこういう数字が出ているのだと思う。 

例えば高校であればセーフティ教室の回数を増やす、ネット上に公開されている心霊スポットであ

れば管理者対策を行うなど、そういう対処をしていくべきだと思う。 

 

【町会自治会連合会 尾川氏】 

・先ほど青少年問題協議会では啓発活動に重点を置いているとの話だったが、それだけでは現状、

事が足りていないということである。会長は市長であり、市の議長、教育長、警察署の署長が出席

する会議なので、そこで 19歳以下の犯罪の現状を説明して、今後の対策を練ってもらいたい。 

 

【八王子 BBS会 長谷川氏】 

・八王子 BBS 会では、保護観察所から紹介のあった保護観察に付された少年に対し、お兄さん、
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お姉さんという立場で勉強を教えたりする「ともだち活動」を行っている。一案としては、犯罪を

してからの支援だけでなく、その前からの支援が大切だと思う。学校や総合教育相談室など若者の

サポートを行っているところと BBS会とが立ち直り支援で連携できればと思う。 

 

【（5）その他】 

・小池防犯課長から「令和3年度 再犯防止に関する研修会」について説明 

 

6 事務連絡【小池防犯課長】 

・今後の会議予定は、令和 4年の 2月または 3月を予定している。 

・会議録については、後日参加者に送付する。 

  

7 閉会【小池防犯課長】 

 

 

 

 

  


